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令和２年１月号 （ 2）

　

多
数
の
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

業
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
パ
ー
ン
」
と
風
船
の
割
れ
る

音
、「
キ
ャ
ー
」と
い
う
歓
声
、「
オ

オ
！
」
と
い
う
賞
賛
や
拍
手
、
ダ

ー
ツ
が
外
れ
た
時
の
た
め
息
等
々
、

賑
や
か
な
交
流
会
と
な
り
ま
し

た
。
会
場
全
体
が
盛
り
上
が
り
、

皆
さ
ん
と
親
睦
・
交
流
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

風
船
が
割
れ
た
時
の
ス
カ
ッ
と

し
た
爽
快
感
を
、
是
非
味
わ
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

九
月
二
十
日
、
伊
勢
税
務
署
・

青
年
部
会
・
女
性
部
会
の
合
同
ス

ポ
ー
ツ
交
流
会
が
、
い
せ
シ
テ
ィ

プ
ラ
ザ
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

六
十
二
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
人

気
の
「
風
船
ダ
ー
ツ
」
を
行
い
ま

し
た
。
男
女
・
年
齢
・
体
力
に
関

係
な
く
、
皆
で
楽
し
め
る
競
技
で

す
。
今
年
は
女
性
部
会
担
当
の
年

な
の
で
、
会
場
設
営
等
の
準
備
作

が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。
私
た
ち

が
安
全
で
豊
か
な
社
会
生
活
を

送
る
た
め
に
は
、
や
は
り
税
金

へ
の
理
解
、
税
の
啓
発
活
動
は

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　

女
性
部
会
の
事
業
は
、
年
間

を
通
し
て
、
夏
休
み
親
子
映
画

会
、
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ

ン
ク
ー
ル
、
グ
ル
ー
プ
別
税
務

研
修
会
、
小
学
校
で
の
租
税
教

室
、
署
長
講
話
、
研
修
旅
行
な

ど
、
毎
年
、
同
じ
よ
う
な
こ
と

を
し
て
い
る
よ
う
で
も
、
ど
れ

を
と
っ
て
も
重
要
な
も
の
ば
か

り
で
す
。
日
頃
ご
理
解
、
ご
協

力
い
た
だ
い
て
い
る
部
会
員
の

皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
先
輩
女
性
部
会
員
様
た
ち

が
築
い
て
く
だ
さ
っ
た
、
こ
の

礎
を
基
本
と
し
、
更
な
る
発
展

の
た
め
に
、「
令
和
」
に
思
い

を
込
め
、
新
た
な
決
意
で
、
部

会
員
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
伊

勢
税
務
署
ご
当
局
、
法
人
会
親

会
の
皆
様
、青
年
部
会
の
皆
様
、

本
年
も
女
性
部
会
の
事
業
に
対

し
、
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、「
令
和
」
と
い
う

新
し
い
時
代
の
幕
開
け
と
な

り
、大
変
感
慨
深
い
年
で
し
た
。

即
位
の
礼
と
大
嘗
祭
が
無
事
に

終
わ
っ
た
こ
と
を
天
照
大
神
に

奉
告
さ
れ
る
た
め
、「
親
謁
の

儀
」
に
臨
ま
れ
る
、
天
皇
皇
后

両
陛
下
を
伊
勢
の
地
で
お
迎
え

す
る
こ
と
が
で
き
、
私
た
ち
の

住
む
伊
勢
は
、
本
当
に
有
り
難

い
土
地
だ
と
い
う
こ
と
を
改
め

て
実
感
し
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
大
変
大
き
な
災
害

が
日
本
列
島
を
襲
っ
た
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。
多
く
の
方
が
心

を
痛
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
義

援
金
な
ど
の
協
力
の
輪
が
広
が

っ
た
こ
と
に
胸
を
打
た
れ
ま
し

た
。
し
か
し
同
時
に
災
害
の
救

助
や
、
避
難
所
で
の
生
活
な
ど

を
支
え
る
資
金
と
し
て
は
、
ど

う
し
て
も
「
税
金
」
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
救
急
車
や
消

防
隊
の
出
動
、
自
衛
隊
員
に
よ

る
救
出
な
ど
の
場
面
は
、
税
金

令
和
元
年
９
月
20
日
金　
於
：
い
せ
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

「
令
和
」
と
共
に
新
た
な
決
意
で
ス
タ
ー
ト

部会長
伊藤 由美子



令和２年１月号（ 3）

し
く
税
金
博
士
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
と
て
も
良
い
思
い
出
と
な
り

ま
し
た
。

★
今
後
の
女
性
部
会
に
一
言

　

伊
勢
に
来
て
以
来
、
法
人
会
の

様
々
な
事
業
活
動
を
拝
見
し
、
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中

で
も
女
性
部
会
の
皆
様
の
事
業

は
、
持
ち
前
の
行
動
力
と
団
結
力

で
本
当
に
パ
ワ
フ
ル
で
あ
り
、
深

く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
皆
様
の
パ
ワ
ー
で
法
人
会
全
体

を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
し
、
私
も
皆
様
と
と
も
に
頑
張

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。＊　

　

＊　
　

＊

　

柔
和
な
印
象
の
田
中
統
括
官
で

す
が
、
意
外
な
事
に
少
林
寺
拳
法

有
段
者
で
い
ら
し
た
り
、
学
生
時

代
に
は
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
も
さ
れ

た
り
と
、
熱
の
あ
る
信
念
を
お
持

ち
の
方
と
お
見
受
け
致
し
ま
し
た
。

　

楽
し
い
お
話
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
少
林
寺
拳
法
に
は
「
拳

禅
一
如
」「
力
愛
不
二
」「
剛
柔
一

体
」
と
い
っ
た
、
相
反
す
る
も
の

を
同
時
に
大
切
に
す
る
言
葉
も
有

り
ま
す
。
何
事
も
、
バ
ラ
ン
ス
良

く
、
し
か
し
形
無
し
と
は
な
ら
な

い
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

★
印
象
深
い
仕
事
・
勤
務
地

　

前
任
を
含
む
広
域
担
当
部
署

は
、
何
度
か
勤
務
し
た
こ
と
が
あ

り
、
様
々
な
所
へ
行
き
、
様
々
な

方
に
出
会
い
、
良
い
経
験
を
た
く

さ
ん
積
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昼
間
の
仕
事
は
厳
し
い
で
す
が
、

夜
に
は
支
援
先
の
署
の
人
達
と
地

元
の
料
理
で
一
杯
や
る
な
ど
、
楽

し
い
思
い
出
も
有
り
ま
す
。ま
た
、

国
税
局
徴
収
部
特
別
国
税
徴
収
官

部
門
で
の
超
高
額
滞
納
処
分
や
、

審
理
担
当
官
と
し
て
の
審
査
請
求

や
会
計
検
査
院
の
検
査
対
応
事
務

な
ど
も
、
こ
れ
ま
で
の
法
人
調
査

と
は
違
っ
た
印
象
深
い
仕
事
で
す
。

★
伊
勢
法
人
会
女
性
部
会
に
対
す

る
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

い
つ
も
前
向
き
か
つ
パ
ワ
フ
ル

に
事
業
活
動
さ
れ
て
お
り
、
私
自

身
い
つ
も
た
く
さ
ん
の
パ
ワ
ー
を

頂
い
て
お
り
ま
す
。
夏
休
み
親
子

映
画
会
で
の
税
金
ク
イ
ズ
も
、
楽

る
土
地
柄
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

★
前
の
仕
事

　

名
古
屋
中
税
務
署
特
別
調
査
情

報
官
と
し
て
、
愛
知
・
三
重
・
岐

阜
三
県
下
に
広
域
展
開
す
る
法
人

の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
あ

ち
こ
ち
遠
方
へ
出
か
け
て
ホ
テ
ル

で
過
ご
す
こ
と
も
多
い
仕
事
で
し

た
。

★
趣
味

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
寺
社
を
は
じ

め
と
す
る
歴
史
遺
産
を
巡
る
こ
と

が
好
き
で
す
。
伊
勢
署
管
内
も
、

興
味
深
い
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
、

い
ろ
い
ろ
歩
い
て
廻
り
、
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

★
座
右
の
銘

　

「
ホ
ッ
ト
ハ
ー
ト
、
ク
ー
ル
ヘ

ッ
ド
」
で
す
。
反
対
に
な
ら
な
い

よ
う
に
座
右
の
銘
と
し
て
い
ま
す
。

★
心
掛
け
て
い
る
こ
と

　

学
生
の
時
、
体
育
会
で
少
林
寺

拳
法
に
取
り
組
ん
で
か
ら
、
物
事

に
取
り
組
む
時
は
「
守
・
破
・
離
」

を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
難
し
い
の

は
、
日
進
月
歩
以
上
の
速
度
で
進

歩
す
る
世
の
中
に
合
わ
せ
て
「
守

→
破
」
を
試
み
る
時
で
、「
型
が

有
る
か
ら
型
破
り
、
型
が
無
け
れ

ば
形
無
し
」
と
の
言
葉
も
あ
り
ま

す
。

★
出
身
・
生
年
月
日

　

出
身
は
、
今
年
の
大
河
ド
ラ
マ

「
麒
麟
が
く
る
」
の
舞
台
、
岐
阜

市
で
す
。
夏
は
長
良
川
で
泳
い
だ

り
、
鵜
飼
船
を
眺
め
た
り
、
冬
は

金
華
山
の
岐
阜
城
か
ら
初
日
の
出

を
見
た
り
と
、
自
然
豊
か
で
す
が

ち
ょ
っ
ぴ
り
歴
史
も
感
じ
る
地
域

で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。

　

生
年
月
日
は
、
昭
和
四
十
三
年

六
月
四
日
で
す
。

★
家
族
構
成

　

妻
、
長
女
（
大
学
生
）、
次
女

（
中
学
生
）
の
四
人
家
族
で
す
。

★
伊
勢
の
感
想

　

神
宮
の
正
宮
・
別
宮
を
は
じ
め

と
す
る
伝
統
と
文
化
、
穏
や
か
な

海
、
優
し
い
山
々
な
ど
、
素
晴
ら

し
い
環
境
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
ち
ら
に
来
て
か
ら
た
く
さ

ん
の
方
と
出
会
い
、
お
話
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
、「
お
か
げ
さ
ま
」

の
心
が
根
付
く
、
人
情
味
あ
ふ
れ

時
の
人

令
和
元
年
11
月
13
日
水

於
：
伊
勢
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

納
税
表
彰
式

は
つ
ら
つ
新
入
部
会
員
紹
介

（
令
和
元
年
　
月
　
日
～
　
月
　
日
）

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

中
井
　
由
紀
（
有
）伊
勢
志
摩
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

〈
厚
生
支
部
〉

★
伊
勢
税
務
署
長
表
彰

★
伊
勢
税
務

　

推
進
協
議
会
長
表
彰

ア
ル
フ
ァ
電
子
株
式
会
社

岡
崎
陽
子

株
式
会
社
三
重
軸
装

杉
山
　
翠

伊勢税務署
法人課税第一部門統括官

田
た

 中
なか

　　悟
さとる

 氏
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夏
休
み
の
恒
例
行
事
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
る
夏
休
み
親
子
映
画
会
を
、
今
年
も
伊
勢

と
志
摩
の
二
会
場
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
八
月
二
十
一
日
の
志
摩
市
阿
児
ア
リ
ー
ナ
、

八
月
二
十
五
日
の
伊
勢
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
い
せ
ト
ピ
ア
）、
い
ず
れ
の
会
場
も
大
勢

の
子
供
た
ち
と
保
護
者
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
ク
イ
ズ
形
式
の
租
税
教
育
を
行
っ

た
後
映
画
「
ボ
ス
・
ベ
イ
ビ
ー
」
を
上
映
し
ま
し
た
。

　

租
税
教
育
の
時
間
は
「
税
金
ク
イ
ズ
」
と
題
し
て
小
学
生
を
対
象
に
、
税
金
博
士
に
扮

し
た
伊
勢
税
務
署
・
田
中
統
括
官
か
ら
税
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

志
摩
会
場
で
は
元
気
な
子
供
た
ち
が
多
く
、
我
先
に
と
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
っ
て
ク
イ
ズ
に

参
加
す
る
姿
勢
が
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、
伊
勢
会
場
で
は
高
学
年
の
子
供
た
ち
を
中
心

に
し
っ
か
り
税
金
博
士
の
お
話
を
聞
く
姿
勢
が
大
変
頼
も
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
最
も

身
近
な
税
の
一
つ
で
あ
る
消
費
税
の
税
率
が
、
十
月
か
ら
変
わ
る
事
も
あ
り
軽
減
税
率
に

親子映画会



令和２年１月号（ 5）

関
す
る
問
題
で
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
下
さ
り
、
子
供
も
大
人
も

一
体
と
な
っ
て
楽
し
く
学
べ
る
租
税
教
育
の
時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
上
映
映
画
「
ボ
ス
・
ベ
イ
ビ
ー
」
は
赤
ち
ゃ
ん
の
姿
を
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と

少
年
の
交
流
を
明
る
く
愉
快
に
描
い
た
映
画
で
す
。
上
映
中
は
会
場
の
い
た
る
と
こ
ろ
で

笑
い
声
が
響
き
、
上
映
後
子
供
た
ち
か
ら
も
「
面
白
か
っ
た
！
」
と
い
う
声
が
多
く
聞
か

れ
ま
し
た
。
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
に
税
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
事
と
、
夏
休
み
の

素
敵
な
思
い
出
の
一
ペ
ー
ジ
を
提
供
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
、
何
か
月
も
前
か
ら
準
備

を
し
て
き
た
夏
休
み
親
子
映
画
会
で
し
た
。
当
日
の
子
供
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
笑
顔
に
私

た
ち
も
大
き
な
喜
び
と
達
成
感
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
参
加
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

第12回 夏休み
伊勢

2019.8.25

468名
志摩

2019.8.21

313名
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十
一
月
十
五
日
、
役
員
会
の
あ
と
約
一
時
間
、
税
務
署
の
佐
藤
上

席
の
も
と
、
十
二
月
九
日
の
グ
ル
ー
プ
別
税
務
研
修
会
に
向
け
、
勉

強
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
グ
ル
ー
プ
の
座
長
、発
表
者
、

書
記
の
方
々
を
含
め
、
計
十
八
名

で
当
日
の
研
修
内
容
に
あ
わ
せ
て

事
前
に
勉
強
を
し
ま
し
た
。

　

佐
藤
上
席
は
資
料
を
た
く
さ
ん

用
意
し
て
下
さ
り
、
一
つ
一
つ
問

題
点
を
て
い
ね
い
に
説
明
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。

た
だ
い
た
子
供
達
に
税
金
ク
イ
ズ

を
実
施
し
、
楽
し
く
税
の
勉
強
を

し
ま
し
た
。
全
応
募
作
品
は
、
十

一
月
か
ら
十
二
月
中
旬
ま
で
鳥
羽

一
番
街
と
ぎ
ゅ
ー
と
ら
ハ
イ
ジ
ー

店
に
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

十
一
月
三
日
、
い
せ
シ
テ
ィ
プ

ラ
ザ
に
於
い
て
税
金
展
が
開
催
さ

れ
、
税
に
関
す
る
作
品
の
展
示
と

税
連
協
主
催
の
「
税
に
関
す
る
作

品
合
同
表
彰
式
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
も
租
税
教
育
活
動
の
一

環
と
し
て
、
各
学
校
に
訪
問
し
絵

は
が
き
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

　

七
九
九
点
、
十
八
校
の
応
募
が

あ
り
、
そ
の
中
か
ら
最
優
秀
賞
原

希
心
さ
ん（
有
緝
小
六
年
）を
は
じ

め
各
入
賞
者
や
学
校
賞
を
決
定
し

表
彰
し
ま
し
た
。
表
彰
式
で
は
、

一
人
一
人
壇
上
に
上
が
っ
て
も
ら

い
表
彰
し
、
最
後
に
全
員
で
記
念

撮
影
。
保
護
者
の
方
々
も
我
が
子

の
晴
れ
姿
を
写
真
に
収
め
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
税
金
展
に
き
て
い

令
和
元
年
11
月
3
日
日　
　
於
：
い
せ
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

令
和
元
年
11
月
15
日
金　
　
於
：
伊
勢
商
工
会
議
所

税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

グ
ル
ー
プ
別

税
務
研
修
会
に
向
け
て

税金展
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九
月
十
三
日（
金
）、
伊
勢
税
務

署
大
会
議
室
に
お
い
て
、
租
税
教

室
講
師
養
成
研
修
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

女
性
部
会
か
ら
は
、
一
般
会
員

を
含
め
二
十
名
が
参
加
し
、
研
修

を
受
け
た
あ
と
委
嘱
状
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

　

一
月
、
二
月
に
開
催
さ
れ
る
小

学
校
で
の
租
税
教
室
に
向
け
て
熱

心
に
勉
強
し
ま
し
た
。

　

第
三
十
六
回
法
人
会
全
国
大

会
・
三
重
大
会
が
、
津
市
産
業
・

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
サ
オ
リ
ー
ナ

及
び
メ
ッ
セ
ウ
イ
ン
グ
・
み
え
に

於
い
て
十
月
三
日（
木
）に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
人
数
は
一
八
〇

〇
名
で
し
た
。

　

女
性
部
会
も
十
月
一
日
～
三
日

ま
で
、
袋
詰
め
作
業
、
会
場
設
営

等
の
事
前
準
備
と
当
日
の
誘
導
等

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
協
力
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

少
し
で
も
か
か
わ
っ
た
三
重
大

会
が
無
事
終
了
し
、
う
れ
し
く
思

い
ま
し
た
。

開催日 曜日 学校名
R2.1.14 火 伊勢市立四郷小学校
R2.1.15 水 鳥羽市立鏡浦小学校
R2.1.16 木 志摩市立東海小学校
R2.1.20 月 伊勢市立神社小学校
R2.1.29 水 伊勢市立浜郷小学校
R2.2.20 木 玉城町立外城田小学校

2019年度 訪問する小学校一覧

会　
場　
講
演
会
・
記
念
式
典　

サ
オ
リ
ー
ナ　
　
　
　
　

懇
親
会　

メ
ッ
セ
ウ
イ
ン
グ
・
み
え

令
和
元
年
10
月
３
日
木

法
人
会
全
国
大
会 

三
重
大
会

第
36
回

令
和
元
年
９
月
13
日
金　
於
：
伊
勢
税
務
署
大
会
議
室

租
税
教
室
講
師
養
成
研
修
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度
会
国
御
神
社
と
大
津
神
社
へ

向
か
う
森
の
中
の
参
道
の
両
側
を

観
察
す
る
と
、
参
道
に
沿
っ
て
微

妙
な
段
丘
に
な
っ
て
い
る
の
が
判

り
ま
す
。
こ
れ
は
か
つ
て
宮
川
支

流
が
こ
こ
を
西
か
ら
東
へ
と
流
れ

て
い
た
な
ご
り
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

鎌
倉
時
代
に
度わ
た
ら
い
ゆ
き
た
だ

会
行
忠
が
著
し

た
『
神し
ん

名め
い

秘ひ

書し
よ

』
に
、
度
会
国
御

神
社
は
、「
沼ぬ

木き

郷ご
う

山や
ま

田だ

村む
ら

に
在あ

り
座ま

す
」
と
あ
る
の
で
、
当
時
は

外
宮
域
内
で
は
な
く
、
山
田
村
の

ど
こ
か
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
同
時
代
の
度わ
た
ら
い
も
と
な
が

会
元
長

『
内な
い

外げ

宮く
う

諸し
よ

社し
や

記き

』
は
、
文
明
年

間
（
一
四
六
九
～
八
六
）
頃
ま
で
外
宮

と
堀
を
隔
て
た
所
に
あ
り
専
属
の

神
主
も
い
た
が
、
鎮
座
地
不
明
と

な
っ
た
と
記
し
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
御み

か
ん
な
ぎ
き
よ
な
お

巫
清
直
『
二に
く
う
か
ん
し
や

宮
管
社

沿え
ん
か
く
こ
う

革
考
』
は
、
国（
マ
マ
）見
社
は
前
野
村

（
現
在
の
八
日
市
場
町
付
近
）
の
氏
神

と
な
り
、
社
殿
が
無
く
大
き
な
藤

が
あ
っ
た
の
で
藤ふ
じ
の
や
し
ろ社
と
称
し
、

そ
こ
に
世せ

義ぎ

寺で
ら

が
出
来
て
、
国
見

社
は
仏
堂
と
な
っ
た
。
寛
文
大
火

（
一
六
七
〇
）
の
後
、
世
義
寺
と
共

に
国
見
社
も
他
所
に
移
り
、
や
が

て
廃
絶
し
た
と
の
伝
聞
を
記
し
て

て
い
ま
す
。（
但
し
、
藤
社
は
本
来
は

国
見
社
と
は
別
の
神
社
で
、
現
在
は
八
日

　

古
代
の
度
会
地
方
は
「
百も
も
ふ
ね船
の

度
会
」
と
称
さ
れ
た
ご
と
く
、
宮

川
支
流
が
複
雑
に
入
り
組
み
、
そ

の
た
め
水
利
に
優
れ
た
土
地
で
し

た
。
大
津
神
社
は
そ
の
基
点
に
あ

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
鎮
座
地
が

不
明
と
な
っ
た
の
は
、
洪
水
に
よ

る
社
地
の
消
滅
、
河
流
の
変
化
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　

七

　

は
じ
め
に
記
し
た
よ
う
に
、
神

社
の
歴
史
を
知
る
上
で
、
摂
末
社

の
存
在
が
大
き
な
鍵
と
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
今
回
ご
紹
介
し
た

外
宮
域
内
の
二
社
も
、
祭
神
や
旧

地
な
ど
に
不
明
な
点
も
多
く
あ
り

ま
す
が
、
い
つ
か
そ
れ
が
解
明
さ

れ
、
古
代
伊
勢
地
方
に
お
け
る
国

魂
信
仰
や
、
水
運
の
変
遷
な
ど
に

つ
い
て
、
明
ら
か
に
な
る
こ
と
も

多
い
は
ず
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
想お
も

い
な
が

ら
神
宮
の
摂
社
や
末
社
を
、
一
社

一
社
ゆ
っ
く
り
と
探
訪
す
る
の
は

と
て
も
楽
し
い
こ
と
で
す
。
駆
け

足
の
巡じ
ゆ
ん
ぱ
い拝で
は
見
過
ご
し
て
し
ま

い
そ
う
な
歴
史
が
、
ま
だ
ま
だ
太だ
い

神じ
ん

宮ぐ
う

の
あ
ち
こ
ち
に
秘
め
ら
れ
て

い
る
の
で
す
。

（
了
）

市
場
町
の
坂さ
か
の
や
し
ろ社
に
合ご
う

祀し

さ
れ
て
い
ま
す
）

　

こ
の
よ
う
な
説
を
総
合
す
る

と
、
旧
社
地
は
現
在
地
と
存
外
近

接
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

六

　

度
会
国
御
神
社
の
奥
に
鎮
座
し

て
い
る
の
が
末
社
の
大
津
神
社
で

す
。こ
の
神
社
は
外
宮
の
末
社
で
、

摂
社
の
度
会
国
御
神
社
と
比
べ
る

と
、
社
殿
が
ひ
と
ま
わ
り
小
さ
い

の
が
判
り
ま
す
。
大
津
神
社
に
つ

い
て
は
、
史
料
が
少
な
く
、
祭
神

名
や
旧
社
地
な
ど
不
明
で
す
。

　

一
般
に
大
津
と
言
え
ば
港
を
連

想
し
ま
す
が
、
必
ず
し
も
海
に
面

し
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、
勢
田
川

を
遡
上
し
た
竹
ヶ
鼻
か
阿
竹
で
は

な
い
か
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

　

明
治
六
年
に
大
津
神
社
を
再
興

す
る
た
め
に
旧
地
の
調
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
が
確
定
に
至
ら
ず
、
現

在
地
に
再
興
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
定
の
土
地
に
神
宮
の
摂
末
社

が
祀
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
は
、
必

ず
理
由
が
あ
る
は
ず
で
、
創
造
力

を
逞た
く
まし
く
す
れ
ば
、
大
津
神
社
は

外
宮
の
神し
ん
せ
ん饌
な
ど
を
水
揚
げ
す
る

場
所
で
、
水
上
交
通
、
物
流
の
特

に
重
要
な
場
所
で
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
筆
者
は
考
え
ま
す
。

国
御
神
社
も
大
国
玉
命
で
あ
ろ
う

と
考
え
た
の
で
す
。「
大
国
玉
と

称た
た

へ
申
せ
る
は
、
此こ
の

度
会
の
地
に

功
徳
ま
す
神
な
る
べ
し
」（
大
国
魂

と
称
賛
す
る
の
は
、
こ
の
度
会
の
地
に
功

績
が
あ
っ
た
神
だ
か
ら
だ
ろ
う
）
と
言

い
、
外
宮
に
は
外ほ
か

に
度わ
た
ら
い
お
お
く
に
た
ま

会
大
国
玉

姫ひ
め

神
社
も
あ
る
こ
と
も
併
せ
て
考

え
る
べ
き
だ
と
し
ま
す
。

　

実
際
、
外
宮
近
辺
に
は
草く
さ

奈な

伎ぎ

神
社
や
大お
お

間ま

国く

生な
り

神
社
な
ど
、
度

会
氏
の
出
自
に
関
す
る
神
社
が
点

在
し
て
い
ま
す
。草
奈
伎
神
社
は
、

剣つ
る
ぎに
宿
る
霊
力
、
即
ち
開
拓
器
具

の
神
格
化
、
大
間
国
生
は
広
い
土

地
を
生
成
し
た
自
然
の
神
格
化
、

そ
こ
に
度
会
氏
の
祖
先
神
の
イ
メ

ー
ジ
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。

　

大
国
魂
神
の
場
合
は
、
名
称
が

抽
象
的
な
の
で
、
イ
メ
ー
ジ
で
は

な
く
、
実
名
を
有
す
る
度
会
氏
の

祖
先
神
が
充あ

て
ら
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
筆
者
は
考
え
ま
す
。

　
　
　
　

五

　
　
　
　

四

　

確
か
に
守も
り
よ
し
か
ん
ぬ
し

良
神
主
が
言
う
よ
う

に
、
内
宮
摂
末
社
の
祭
神
と
荒
木

田
氏
の
祖
先
神
は
交
錯
し
ま
せ
ん

が
、
同
氏
の
祖
先
祭
で
あ
る
三
月

の
山や
ま
み
や
ま
つ
り

宮
祭
と
、
四
月
の
氏
神
祭
の

祭
場
と
し
て
、
特
定
の
神
社
と
関

係
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

さ
て
、
度
会
氏
が
主
張
す
る
度

会
国
御
神
社
の
祭
神
名
に
疑
義
を

抱
い
た
守
良
神
主
は
、
国く
に

津つ

御み

神か
み

は
美
称
で
、
そ
の
実
態
は
度
会
の

大お
お

国く
に
た
ま
の
か
み

魂
神
で
あ
ろ
う
と
考
察
し
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
（
国
）
に

は
固
有
の
魂
が
あ
り
、
そ
れ
を
国く
に

魂た
ま

と
呼
び
、
神
と
し
て
祀
ら
れ
る

場
合
、
大
国
魂
神
と
称
さ
れ
る
こ

と
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

更
に
守
良
神
主
は
、
神
社
は
地じ

主ぬ
し
の
か
み
神
を
祭
神
と
す
る
例
が
多
く
あ

る
と
言
い
、
そ
の
一
例
と
し
て
宇う

治じ

比ひ

売め
の
か
み神
を
祭
神
と
す
る
国く
に

津つ

御み

祖お
や

神じ
ん

社じ
や

（
内
宮
摂
社
）
を
挙
げ
、
そ

の
父
神
が
国く
な
り
の
か
み

生
神
（
土
地
を
生
成
し

た
最
初
の
神
）
で
、
一
名
を
大お
お
く
に
た
ま
の

国
玉

命み
こ
とと

も
称
さ
れ
る
の
で
、
外
宮
の 度わ

た
ら
い会
国く

に

御み

神
社
・
大お

お

津つ

神
社（
下
）

神
宮
禰
宜
　
石 

垣 

仁 

久

第
10
回

太
神
宮
あ
ち
こ
ち


